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研究内容 

配位高分子は金属イオンが有機架橋配位子によ
って架橋されたポリマー構造を有する無機・有機
複合材料であり、金属イオンと有機配位子の高度
な自己集積能を利用することで、特異な骨格と空
間を有する集積体が構築可能な複合材料である。
この材料はメタンや二酸化炭素、水素などの気体
の吸蔵・分離や不均一触媒への応用など近年多く
の研究が行われているものの、電子デバイスへの
応用に関してはあまり進展していない。そこで、
本研究で新たな配位高分子の開発とそれらを用
いた電子デバイスの作製と評価を行い、無機・有
機複合材料である配位高分子の新たな研究領域
の開拓を試みている。 

［１］新規配位高分子の開発 
本研究では金属イオンと有機架橋配位子とを組
み合わせることで、ポリマー構造を有する無機・
有機複合体である配位高分子を合成している。最
近特に、導電性と発光特性を兼ね備えた新たな配
位高分子の開発に取り組んでおり、熱活性化遅延
蛍光(TADF)を示す配位高分子など様々な機能性
配位高分子の合成に成功している。 

［２］配位高分子の物性評価 
本研究では合成した配位高分子に関して、インピ
ーダンス分光測定やマイクロ波空洞吸収法によ
りその電気伝導性および誘電性を評価してきた。
その結果、本研究で合成した配位高分子が有機半
導体材料やアモルファスシリコンに匹敵する高
いキャリア移動度をもつ半導体特性を示すこと
や、半導体特性を示しなおかつ強誘電性を発現す
ることなど、金属錯体のポリマーである配位高分
子ならではの電子物性が発現する事を見出した。 

［３］配位高分子の電子デバイスへの応用 
本研究ではこれまで、開発してきた配位高分
子を用いて薄膜太陽電池や電界効果トランジ
スタ（FET）、有機 EL 素子などの光電子デバイ
スへの展開を模索してきた。最近では特に本
研究で合成した配位高分子をバッファ層とし
て用いた薄膜太陽電池が従来のバッファ層を
用いた太陽電池よりも高効率化することを見
いだしている。また、配位高分子を発光材料
とした有機 EL 素子の作製にも成功している。 
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